

















































　「逐件」 は、 一件ずつ、 一つずつ。 「節次」







に「曰。物格知至也無頓斷。都知到盡處了、方能知止有定。…如人行路、今日行得這一條路 則此一條路便知得熟了、便有定了。其它路皆要如此知得分明。所以聖人之教 只要 只管理會將去。 」
（３）
 「先來固是知其所往了」
　「先来」は「以前」 「先ごろ」 。 『唐五代
語言詞典』 、三八一頁 『宋元 言詞典』 、三二五頁。旅人がある場所に着いたとすると、そこに至る道程については当然分かっているの意で、前にいう「格物致知ができれば その段階で理は明らかとなっている」こ の譬喩。 『語類』巻六〇、 一〇五条、李方子録 （Ⅳ














巻七一、 三六条、 潘植録 （Ⅴ





























































































　『孟子』 「告子」上「故曰、 口之於味也、 有同耆焉。




也。…絜、度也。矩、所以爲方也。…是以君子必當因其所同、推以度物、 使彼我之間各得分願、 則上下四旁均齊方正、 而天下平矣。 」「絜」 を 「度」 と訓ずることについては、 『或問』 に次のようにいう。『大学或問』 「曰。何以言絜之爲度 （待洛反。下 ） 也。曰。此 『莊
子』所謂「絜之百圍」 、賈子所謂「度長絜大者也」 。前此諸儒蓋莫之省、而強訓以挈、殊無意謂。先友太史范公乃獨推此以言之、而後其理可得 通也。 」
（４）
 「如專利於上、 急征橫斂
　『大学章句』 伝十章 「德者本也、 財者末也。
外本内末、爭民施奪。 」朱注「人君以德爲外、以財爲内、則是爭鬭其民、而施之以劫奪之教也。蓋財者人之所同欲 不能絜矩而欲專之、則 亦起而爭奪矣。 」 「急征橫斂」は、お上が民を緊急に徴用したり むやみに収奪したりすること。同義語として、 「急征重斂」 も見える。巻二一 七二条、 葉賀孫録 （Ⅱ










































を恤れむ」とい のは、まさに自分自身の切実なところについて言っており、いわゆる「家斉う ということである。 「民
　
孝に興り、弟
に興り、倍かず」とは、まさに民 感発と興起について言い、国を治めて国が治まることを言っている。上が行い下が倣い、その影響が捷いので、人の心がこのように同じであることが分かる。 「是を以て君子に必ず絜矩の道有るなり」は、この一句でようやく絜矩のこと 提起し、下文で初めて絜矩につ て（具体的に）説明し、結ん 「此れを之絜矩の道と謂う」という。思うに、人の心が感応して 出する様はこのようにみな同じであり、それゆえ君子は絜矩 心 （他者を）









老人にもおし及ぼしていく」 という 『孟子』 の話をふまえる。 『孟子』「梁恵王」上「老吾老、以及人之老。幼吾幼、以及人之幼。天下可運於掌。 『詩』云「刑于寡妻、至于兄弟、以御于家邦」 、言擧斯心加諸彼而已 故推恩足以保四海、不推恩無以保妻子。古之人所以大過人者無他焉、 善推其所爲而已矣。 」朱子注「老、 以老事之也。吾老、謂我之父兄。人之老、謂人之父兄。幼 以幼畜之也。吾幼、謂我之子弟。人 幼、謂 子弟。運於掌、言易也。 『詩』 、大雅 ・思齊之篇。刑 法也。寡妻、寡德之妻、謙辭也。御、治也。不能推恩、則衆叛親離、故無以保 子 蓋骨肉之親、本同一氣、又非但若人之同類而已 故古人必由親親推之、然後及於仁民 又推其
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
二〇一
餘、然後及於愛物、皆由近以及遠、自易以及難。 」 「衆人」は、他の人々 民衆一般。




















都合にも…してしまう」 。 「差」は「誤る」 「間違う」 。
（９）
 「文王之民無凍餒之老者」
　『孟子』 「尽心」 上 「所謂西伯善養老者、
制其田里、教之樹畜、導其妻子、使養其老。五十非帛不煖、七十非肉不飽。不煖不飽、謂之凍餒。文王之民、無凍餒之老者、此之謂也。 」
214条
　「老老興孝、長長興弟、恤孤不倍」 、這三句是説上行下效底道理。 「是以君子有絜矩之道」 、這却是説到政事上。 「是以」二字、是結上文、猶言君子爲是之故、所以有絜矩之道。既恁地了、却須處置教他得所、使之各有以遂其興起之心、始得。














所謂絜矩者、 矩者、 心也。 我心之所欲、 即他人之所欲也。 我欲孝弟而慈、






















































































る面が均一 ある という道理であって、人々にそれぞれ老人を老人らしく扱わせ、それぞれに年長者を年長者らしく扱わせ そ ぞれに幼い子どもを幼い子どもらしく扱わせ のだ。まさか、自分自身は
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
二〇四








句』伝十章の朱注にいう「上下四旁均齊方正、而天下平矣」に同じ。また、伝十章 「至於前後左右、無不皆然 則身之所處、上下・四旁・長短・廣狹、彼此如一、而無不方矣。 」本書、巻一二六、 七五条、楊道夫録（Ⅷ
3027 ） 「儒者之道、大中至正、四
面均平。釋氏只見一邊、 於那處都蔽塞了、 這是「詖辭知其所蔽」 。 」
（２）










仁甫問絜矩。曰。上之人老老、 長長、 恤孤、 則下之人興孝、 興弟、 不倍、
此是說上行下效。到絜矩處、是就政事上言。若但興起其善心、而不有以使之得遂其心、 則雖能興起、 終亦徒然。如政煩賦重、 不得以養其父母、又安得以遂其善心。須是推己之心以及於彼、使之仰足以事父母、俯足
以育妻子、方得。如詩裏說大夫行役無期度、不得以養其父母。到得使下、也須教他内外無怨、始得。如東山、出車、杕杜諸詩說行役、多是序其室家之情、亦欲使凡在上者有所感動。　
又曰。這處正如齊宣王愛牛處一般。見牛之觳觫、則不忍之心已形於
此。若其以釁鍾為不可廢而復殺之、則自家不忍之心又只是空。所以以羊易之、則已形之良心 至於窒塞、而未見之羊、殺 亦 害、是乃仁術也。術、是做得巧處謂之術。　
又曰。己欲立而立人、己欲達而達人、是兩摺說、只以己對人而言。














ら、 下にいるものは 「孝」 「弟」 の心を興起させて、 背くことがなくなる、とは、上が行えば下が倣うということを説いている。絜矩のところでは、政治のこと 即して言っている。もし、ただその善なる心を興起するだけで、善なる心を完遂するこ ができなければ、興起できたとしても結局無駄になる。もし、法令が厳しく賦役が重くて 自分の父母を養うことができない ら、その上どうしてその善 る心を完遂することができようか。自分の心を他者へと推し及ぼし、 （ 『孟子』に言うように） 「仰いで 父母 事ふに足り 俯しては妻子を養ふに足る」ようにして、それ こそよいのだ。詩の中で、大夫が兵役に行 期限の規定が無いために、その父母を養うこと できないことを言うようなも だ。下の者を使役する になれば、そ よう 者を家においても国においても不満がない と 状態にさせて、それでこそよいのだ。東山や出車、杕杜などの詩は兵役 出征すること 説き 多くは家族の気持ちを述べた のであるの 、 上 るも 全体 対 、感発させようとしているのだ。 」　
また、おっしゃった。 「ここはちょうど斉の宣王が牛を愛おしむと
ころと同じだ。牛が恐れる様を見れば、忍びざるの心はすでにここに現れている。もし、 釁鍾（新しく鋳た鐘 犠牲の牛 血を そぐ儀式）を廃する とはできないとし 、結局牛を殺してしまったなら、自分の忍びざるの心はまた全く空っぽになってしま だから、羊を牛の代わりに用いれば、一度現れた良心を押 殺すことなく、まだ見ていない羊はこれを殺しても支障ないというこ になり、 さしく「仁の術」 のだ。術とは、うまくやる時に術とい のだ。 」
　
また、おっしゃった。 「 （ 『論語』 「雍也」篇の） 「己立たんと欲して
人を立て、己達せんと欲して人を達す」は、二層（自己と他者）に説いていて、ただ自分のこ を他者に対置して説いている。絜矩の方はと言えば、上にいるもの 自分に対処する方法が、自分が下のもの者に対処する方法でもあ という とであり、 これは三層（上、 自己、 下にして説いたもので、 『中庸』 「子に求むる所、以て父に事ふること、未だ能はず。臣に求むる所、以て君に事ふること 未だ能はず。 」と同様の意味だ。 」　
また、おっしゃった。 「前漢の晁錯は「人情は寿を欲せざるなし、



































使民如承大祭。 己所不欲、 勿施於人。 在邦無怨、 在家無怨。 」 朱注 「內外無怨、亦以其效言之、使以自考也。 」
（
10）
 「這處正如齊宣王愛牛處一般」 、 「觳觫 、 「釁鐘」
　『孟子』 「梁恵王」





于役、刺平王也。 」君子行役、無期度。 夫思其危難 以風焉。 」
（
12）
 「如東山 出車、 杕杜諸詩」
　「東山」 『詩経』豳風「東山」小序「周
公東征也。周公東征。三年而歸、 勞歸士。大夫美之。故作是詩也。 」集傳「於是周公東征已三年矣。旣 因作此詩、 勞歸士 蓋爲之述其意而言曰。我之 旣久 而歸途又有遇雨之勞 因追言、其
在東而言歸之時、心已西嚮而悲。於是制其平居之服、而以爲自今可以勿爲行陳衘枚之事矣。及其在塗、則又覩物起興、而自嘆曰。彼蜎蜎者蠋、則在彼桑野矣。此敦然 獨宿者、則亦在此車下矣。 」
　　
 「出車」 『詩経』小雅「出車」小序「出車。勞還率也。 」集傳「此勞還役之詩。故追述其未還之時。室家感於時物之變、而思之曰。特生之杜、有睆其實、則秋冬之交矣。而征夫以王事出、乃以日繼日、而無休息之期。至于十月、可以歸、而猶不至。故女心悲傷而曰。征夫亦可以暇矣。曷爲而不歸哉。 」
　　


























































































自削平諸國、天下鹽利皆歸縣官。 」とある。また、特に塩の専売制は『宋會要輯稿』 「鹽法十」に記される乾道六年（一一七〇年）の戸部侍郎葉衡の上奏に「今日財賦之源、煮海之利、實居其半。 」とあり、朱子の当時において国家の税収の凡そ半分を占めるほど重要なものであったことがわかる。茶塩の専売制度の概要については 『中国社会経済史用語解』 （東洋文庫、 二〇一二年） の 「茶法」 （八四頁） 、 「鹽法」 （九八頁） 項目を参照。なお、 『大学』伝十章の財用を説く箇所の朱子の注に 「蓋財者人之所同欲、 不能絜矩而欲專之則民亦起而爭奪矣。 」また、章末の注に「此章之義 務在與民同好
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
二〇九

































此是推本。上老老而民興孝、上長長而民興弟 上恤孤而民不倍、須是留他地位、使人各得自盡 孝弟不倍之心。如八十者其家不從政、廢疾非人不養者、一子不從政、是使其各得自盡也 又如生聚蕃息、無令父子兄弟離散之類。
　
德明
〔校勘〕〇 「以前官所以待我者」 朝鮮古写本は 「 前官」 の後に 「之」 字がある。〇 「所以待我者待後官也」
　











〔訳〕　「 「天下を平らかにす」 とは、 均平にすることを言う。 （ 『大學』 に） 「上に惡む所、以て下に使うこと毋かれ。下に惡む所、以て上に事うること毋れ。 」という。これと、 『中庸』に言う「臣に求むる所、以て君に事ふること、未だ能はず。 」 は同じ意味である。ただ 『中庸』は好ましく思う について言い、 『大學』のここは嫌に思うことについて言っている。 」　質問「 （ 『大學』の伝十章の） 「前後左右」とは何を指しているので
しょう。 」先生「例えば交代する官吏と似ている。前任者が自分 対処して善くなければ、自分は前官が自分に対処したように後任者 対処してはならない。 左右とはお隣さんのようなものだ。 （ 『孟子』 「告子」下に言うところの） 「隣國を以て壑と為す（自国で洪水が起こらないように隣国に水を流す 」とは 『大学』で言うところの「左に惡む所、以て右に交わる」ということだ。俗語で言 ころ 「心を將て心に比す」の で、このようであれば、それぞれ均平に るこ ができるのである。 」　
質問「章句で言うところの、 「絜矩の道とは、人々に各々自分の心




 孤を恤みて民倍かず。 」とは、 必ず民 立場に立ち返って、 民に各々
自ら『孝弟』や「倍かざ 」の心を尽くすようにさせるというこ なのである。 『礼記』 「王制」篇 「八十の者は其の家 政に從はず 廢
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
二一一










まえる。 「所惡於 、毋以使下。所惡於下、毋以事上 所惡於前、毋以先後。所惡於 、毋以從前。所惡於右、毋以交於左。所惡於左、 交於右、此之謂絜矩之道 」
（３）
 「東鄰西鄰」





水之道也。是故禹以四海為壑、今吾子以鄰國為壑。水逆行、謂之洚水。洚水者、 洪水也 仁人之所惡也。吾子過矣。 」 朱注 「水逆行者、
下流壅塞、故水逆流、今乃壅水以害人、則與洪水之災無異矣。 」
（５）









或者疑龜山此出為無補於事、徒爾紛紛。或以為大賢出處不可 此議、 如何。曰。龜山此行固是有病、 但只後人又何曾夢到他地位在。 」
（７）
 「八十者其家不從政、 廢疾非人不養者 一子不從政」
　『礼記』 「王制」










































































〔訳〕　「絜矩」について質問した。先生「 「上下」 「前後」 「左右」などの句を読むだけですぐわかる。 『絜』とは、 度ることだ。実際にあの矩（さしがね）で測量するということではなく、自分の心の中で密かにどれが長く、どれが短いということを量ることなのだ。いわゆる「長を度りて大を絜す」の「絜」で、上下、前後、左右についてすべて一様にするというだけだ。心は他者も自分も違いはなく、ただあっちを持ってきてこっちになぞらえるということに他ならない。自分の上位にあるものが自分に対してこのようにさせて、自分はこれを快 思わないというのであれば、自分の下位にあるものの心も自分がこうであるというのと（あることをさせられれば快く思わな のと）同様 あろうというこ がわか のであり、そ 故に自分が責めている ろの上の人 同じ心によっ 、下の者に対処しないようにするのである。このようであれば、自分は中央にあ 上方に若干の領分があり、下方にも若干の領分があり、 均平で正方形ということ な のだ。もし自分が責めているところ 上の者と同じ心 よっ 者に対処 れ


















　『中庸章句』 一三章 「詩云伐柯伐柯、 其則不遠。 」
（朱注） 「執柯以伐柯、睨而視之、猶以為遠。故君子以人治人。改而止。〇詩豳風伐柯 篇。柯、斧柄。則、法也。睨、邪視也。言人執柯伐木以為柯者、 彼柯 短之法、 在此柯耳。然猶有彼此之別故伐者視之猶以為遠也。若以人治人、則所以為人之道、各在當人之身、初無彼此之別。故君子之治 也、即以其人之道 還治其人之身。其人能改、即止不治。蓋責 其所能知能行、非欲其遠人以為道也 」
（４）




語と同様の意味で「地界」の語が用いられることもあることは以下を参照。 『語類』巻一六、 二六条、 魏椿録（Ⅱ
364 ） 「或問絜矩。




関係が 「正方」 でなくなるとする議論については以下を参照。 『語類』巻一六、 二二四条、甘節録（Ⅱ
363 ） 「所謂絜矩者、如以諸侯


























ぞれ一丈四方の土地をもっているとする。左隣が土地 五尺分侵犯してきたら、これは矩ではないのだから、奪われた五尺分の土地についてきっと訟争するだろう。自分が右隣の五尺の土地を侵犯するのも、これも矩ではないのであり、右隣に返還しなければならない。ただ私も正方形であり、上下前後左右もそれぞれが正方形であって、互いに侵略してはならない。 「伐冰の家は牛羊 畜わず」とあるようにするのだ。　
亞夫は申し上げた。 「上下四方がみな正方形であるように、人の領











































































年饑歳、君之民老弱轉乎溝壑、壯者散而之四方者、幾千人矣。而君之倉廩實 府庫充、有司莫以告、是上慢而殘下也。 」 『孟子』 「滕文公章句」上「為民父母。使民盻盻然。將終歲勤動。不得以養其父母。又稱貸而益之。使老稚轉乎溝壑。惡在其為民父母也。 」 『孟子』 「公孫丑章句」下「凶年饑歲。子之民 老羸轉 溝壑 壯者散而之四方者 幾千人矣。 」
（４）
 「制其田里、 教之樹畜」













 朝鮮古写本は、冒頭に「問論平天 、而言財利者何也。曰天下之所以不平者、 皆因此也。 」 の一文があり、 末尾には 「如慈福皇后毎至生日、上壽非常。天下之人豈能此。但各随其分、得盡其事親、事長之意。 」の一文がある
〔訳〕　
質問。 「 「上下四旁、長短廣狹、彼 一の如くにして 方ならざるこ
と無し。 」と論じるところについてですが、定規の では、そのように全て正方形にすることができるのでしょう 人の場合は天子、諸侯、大夫、士、庶人、という身分の相違があり、いったいどのようにして均一 させるのでしょうか。 」　
先生。 「これは上下の身分の相違を均一にさせようというのではな
く、思うに親や年長者に事えるこ 、これを均一にさせ、上の者も下




 「上下四旁、 長短廣狹、 彼此如一、 而無不方」
　『大学章句』伝十章、

































































 朝鮮古写本には、 「銖曰、仁者、則己欲立而立人、己欲達而達人、不待推矣。若絜矩、正恕者之事也。先生頷之。 」の文なし。
〔訳〕　
陶安國が質問した。 「絜矩の道とは、仁の作用を廣げるということ
でしょうか。 」先生。 「この絜矩こそが仁を求める工夫であり こここ

















, 実行する。 『周易』 「繫辭」 上 「形








































先生。 「そうだ。しか 子貢が質問した は、相手と自分のことに
ついての説明で、ただ二者についての話だが、絜矩とは三者についてのものである。後世になると絜矩の義が理解されず、ただ民の財を絞りとって自分の利益を豊かにすることに努め、ほんのわずかなお金でも、お上がすっかり搾取するので、上（官）はますます富み下（民）はますます貧しくなる。天下 君主一人に捧げ、その富は膨大だ。　
たとえ上位の者が常に民に厚く恵む心を持ち、自分の好悪を推し広

































邦本。本固邦寧。予視天下。愚夫愚婦。一能勝予 」 『大学或問』「陸宣公之言曰、 民者、 邦之本。財者、 民之心。其心傷、 則其本傷。其本傷、則枝幹凋瘁 根柢蹶拔矣。呂正獻公之言曰 小人聚歛以






























しょうか。 」先生。 「そんなことを言っている場合ではない。絜矩の実践はどうなっているのか。 」質問。 「絜矩とは、 「我人の諸を我に加うるを欲せざるや、吾も諸を人に加うること無からんと欲す」の意味でしょうか。 」　
先生。 「これは二者についてのものであり、絜矩は三者について説




















































































































「東征西怨」について、文献に記述があるのは湯王の事柄だけである。 『尚書』 「仲虺之誥 「乃葛伯仇餉、初征自葛、東征西夷怨、南征北狄怨。 曰。 奚獨後予。 」 また、 朱子は本条以外では 「東征西 」の語を湯王に対してのみ述べてい 。 『語類 巻五三 一条 黄卓録（Ⅳ
1277 ） 「又曰。成湯東征西怨、南征北怨、皆是拯民於水火
之中。此是行仁也。 」 語類 巻四七、 十二条 沈僩録（Ⅳ
1180 ） 「問
曰。王者雖曰不殺一不辜、行一不義、事勢到不得已處、也只得如此做。曰。然 湯東征西怨、 南征北怨。武王滅國五 。便是如此。只是也不喚做殺不辜、行不義。我這裏方行仁義之師、救民於水火之中、你却抗拒不服、如何 伐得 」ここでは、 の事跡も挙げられているが、 「滅國五十」 という表現が見える。なお 『公羊伝僖公四年には「古者周公東征則西國怨、西征則東國怨 」とある。
　　










































































　「横」は「不当に」 「無理に」の意。 「急征橫斂」 「重
賦橫斂」 「横賦暴歛」とも言う。 『語類』巻一六、 二一二条、葉賀孫録（Ⅱ
360 ） 「如專利於上、急征橫斂、民不得以自養、我這裏
雖能興起其善心、濟甚事。若此類 皆是不能絜矩。 」 『語類』巻一六、 二四九条、湯泳録（Ⅱ
367 ） 「若拂其良心、重賦橫斂以取之、
使他不得自遂其心、便是不方。 『朱文公文集』巻一二「己酉擬上





































、 和刻本は 「媢」 を 「

















 「或問。爭民施奪。曰。是爭取於民、 而施之以劫奪之教也。 」
　『大
学章句』伝十章「德者本也、財者末也。外本内末、爭民施奪。 」朱注「人君以德爲外、以財爲内、則是爭鬭其民、而施之以劫 之教也。蓋財者人之所同欲 不能絜矩而欲專之、 則民亦起而爭 矣









私、非社稷之臣。 司馬貞『索隱』 私、謂使其子相齊、是徇其私情。崔浩云。徇、營也。 」 『大学或問』伝十章 曰。此所引節南山之詩、何也。曰 言在尊位者、人所觀仰、不可不謹。若人君恣己












李宜哲 『朱子語類考文解義』 巻五 （一五二頁） には 「稍


















斷兮無他技、其心休休焉、其如有容焉。人之有技、若己有之。人之彥聖、其心好之、不啻若自其口出、寔能容之、以能保我子孫黎民、尚亦有利哉。 」朱注「斷斷 誠一之貌。 」
（２）
 「媢疾者是不能」





不與同中國。此謂唯仁人爲能愛人、 能惡人。 」 朱注 「以其至公無私、故能得好惡之正如 也。 」
（４）
 「見賢而 能舉、 舉而不能先
　『大学章句』 伝十章 「見賢而不能舉、








































































説闊一節去」 （ 『語類』巻十六、 一六九条） 、つまり、内容の幅が実践工夫の順に從って一節ごとに漸進的に広くなっていると理解している。末章としての治国平天下はほかの章と比べてより幅広い事柄について言及している。また、 『大学或問』伝十章に「然自國以上、則治於内者嚴密而精詳。自國以 、則治於外者廣博而周遍。 」とする。 「廣博而周遍 とは「廣濶」の意味とほぼ同じだろう。 「廣濶」の用例としては、以下 記録を挙げておく。 『語類』巻四一、 七一条、 葉賀孫録（Ⅳ
1064 ） 「聖人於乾説忠信所以進德也、
修辭立其誠所以居業也。説得煞廣闊。於坤、只説敬以直内、義以方外。 」 『語類』巻一二六、 九条、 董拱壽録（Ⅷ
3011 ） 「因論佛。曰。
老子先唱説、後來佛氏又做得脫洒廣闊、然考其語多本莊列。公晦云。曾聞 生 莊子説得更 闊似佛 後若有人推演出來、其爲害更大在。 」
（３）
 「緊要處」
　「要緊處」 ともいう。 反義語は 「閑慢處」 という。 『語類』
巻一一、 五九条、萬人傑録（Ⅰ
184 ） 「學者觀書、不可只看緊要處、














　『孟子』 「告子上」 「孔子曰。操則存、 舍則亡、 出入無時、








の記録が見える。 『語類』 巻五九、 一〇三条、 沈僩録 （Ⅳ
1402 ） 「問。









































） を 「砥」 （劉砥） に作る。
〔訳〕　
趙汝倣（字は唐卿）がお尋ねした。 「第十章には三度「得」 「失 と
いう言葉を用いているが、 『章句』 に 「此に至りて天理存亡の機決せり」というのはどうしてでしょうか。 」先生「伝十章では最初にまず「得
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
二三〇










下に 汝倣」と注記する。陳栄捷氏『朱子門人』 （二九二頁）は趙唐卿 ついて「字里未考」とし、田中謙二氏『朱門弟子師事年攷』 （一五〇頁）も「名諱・出身ともに未詳」とする。 『語類』には本条以外、 趙唐卿が出る記録はもう一箇所のみ存在 『語類』巻一一八、 六十八条、陳淳録（Ⅶ
2855 ） 「楊子順・楊至之・趙唐
卿辭歸請教。先生曰 學不是讀書、然不讀書、又不知所以爲學之道。 」田中謙二氏はこの記録によって、 趙唐卿は楊至（字は至之） ・楊履正（字は子順）らと同じく泉州の人であろうと推測する。
　　
 さて、 『語類』に出ている記録者以外の門 は基本的に字で表記され、本条の「唐卿」は趙氏の字だと思われるの 朝鮮古写本に注記され いる 汝倣 その諱であろうと考えられる。黄仲昭『 （弘治）八閩通志』卷六十七「人物志（泉州府） には 汝倣の小伝が見え、 「趙汝倣、字唐卿」と記す。 「趙汝倣、字唐卿、晉江人。紹興初、與父善新 弟汝偰、同第進士。郡守表其里曰三秀。善新為封州倅、汝倣通判德慶府、築隄障晋康江亘三十里。先是
瀕江之田數滛於澇、至是、為上膄。知賔州、築城、覆之以屋。居民舊江汲、汝倣於城中鑿七井 民便之 提舉廣東市舶 遷提舉常平茶鹽。 」
　　
 この小傳では、字は唐卿である趙汝倣は朱子の弟子とは明言されていないが、黄榦「辭知潮州申省」 （ 『勉齋集』巻三二）には「趙汝倣除提舉廣南市舶。 」とあり、その履歴から、こ 人は『語類』に載せられる「趙唐卿」であると考えられる。
　　
 ここでは、 進士の及第した年は「紹興初」とするが、 「興」は「熙」の誤りではないかと思われる。同書巻五十「選挙志（科第
　
泉州
府） 」の「紹熙元年（庚戌）余復榜」の条には 趙汝偰 ・ 趙善新（汝偰之父 、 趙汝倣（汝偰之兄、 見人物志） 」 挙げてい つまり、趙汝倣が進士に及第した年は紹熙元年 （一一九〇） である。なお、同書巻八十「古蹟志」の「丞㕔。在縣門内之東。宋嘉定三年、縣丞趙汝倣修。縣令陳舜申為記。 」という記録によると、趙汝倣嘉定三年（一二一〇）には漳州府漳浦県の県丞（県の副長官）に在任中である。
　　







 因みに、方鼎修・朱升元纂『 （乾隆）晉江縣志』卷十一「人物志五仕蹟」 「趙汝倣、 字唐卿、
太宗八世孫。紹熙初進士、 判德慶府、
築隄以障晉康江、亘三十里。知賓州、鑿七井、城中以免江汲、民便之。提舉廣東市舶 常平茶鹽。歸卒。 」 とあり、 彼はいわゆる 「南外宗子」であったことが分かる。
（２）
 「十章三言得失、 而章句云 至此而天理存亡之機決矣」
　『大学章句』

















忠信者、盡己之心而不違於物、絜矩之本也。驕泰則恣己徇私、以人從欲、 不得與人同好惡矣。 」とある。金履祥『大學疏義』は「至於忠信驕泰 則直指心術言之也」 といい、 朱子がいう 「心」 を 「心術」と理解している。なお、 「忠信」について、 『語類』巻二一、 二条、甘節録（Ⅱ
482 ） 「又問忠信。曰。忠以心言、信以事言。 」同巻、
二一条、黄義剛録（Ⅱ
486 ） 「忠信只是一事。但是發於心而自盡、
































































「睡到日西無一事、月儲三萬買教閑。 」陸深『儼山續集』巻六「利路紀雨八首」 「舊是吾家歌吹海、買教絃管續餘音。 」
（５）
 「只是不私其有、則人自歸之而身自尊。只是言其散財之效如此。 」　『大学或問』伝十章「曰。仁者以財發身、 不仁者以身發財、 何也。曰。仁者不私其有、故財散民聚而身尊。不仁者惟利 圖、故捐身賈禍以崇貨也。然亦即財貨而以其效言之爾、非謂仁者真有以財發身之意也。 」





1943 ） 「理財、言你底還你、我底還我。 」つまり、上述のよ

























 「仁者以財發身、 但是財散民聚而身自尊、 不在於財。 」
　『大学或問』
伝十章「曰。仁者以財發身、不仁者以身發財、何也。曰。仁者不私其有、故財散民聚而 尊。不仁者惟利是圖、故捐身賈禍以崇貨也。然亦即財貨而以其效言之爾、非謂仁者真有以財發身之意也。 」また、 『大学章句』伝十章に「有德此有人」とあり、民衆が集まってき のは財そのものの為ではなく、仁者・君子（君主）は徳（絜矩）があるの為である。
（２）
 「不仁者只管多聚財、 不管身之危亡也。 」
　『大学章句』伝十章「仁





























巻十四、 九五条既出。童伯羽、 『語類』 は 「伯雨」 とも記す。













1867 ） 「柔在内、 剛得中。這箇是就全體看、 則中虛。就二體看、





州閩県の人。 『朱子語録姓氏』所収。 『朱子門人』二六一～二六二頁。 『朱門弟子師事年攷』三〇～五四頁
（５）
 「孝慈則忠」
　『論語』 「為政」 「季康子問。使民敬忠以勸、 如之何。



















　『大学章句』 伝十章 「長國家而務財用者、 必自小人矣。

























































、 朝鮮古写本、 和刻本は 「蓋」 を 「盖」 に作る。
〔訳〕　「國は利を以て利と爲さず。 」例えば、秦（の二世皇帝）が閭里の左側に住んでいる貧民を兵役に徴発したことも、 利にあたるのだ。秦 （の始皇帝）が堅固な城を破壊したり、 豪傑を殺したり、 鋒（戈 ・ 戟の刃） ・鏑（鏃）を鎔かしたり、北方に長城を築いたりしたことは、すべて明らかにみずからの利を追求したのだ。　「利」とは必ずしも専ら財利を指すのではない。だから孟子は最初から（ 「利」の話を）遮断 、 専ら仁義を説いた。 （続いて孟子が） 「未だ仁にして其の親を遺
わす
る有らず。未だ義にして其の君を後にするもの











秦の二世皇帝 （胡亥） の事柄を指す。 『淮南子』
「兵略」 「二世皇帝（中略）興萬乗之駕而作阿房之宮、 發閭左之戍、收太半之賦。 」許慎注「秦皆發閭左民、未及發而秦亡也。賈民之三而税二。 」 「閭左」というのは、田舎（ 「閭里」 ）の左側であり、そこに住んでいる人は貧窮弱小なので本来税金・徭役などを免除されている（ 「復除者」 ） 。 『史記』巻四十八「陳涉世家」 「二世元年七月、 發閭左適戍漁陽九百人、 屯大澤郷。 司馬貞『索隠』 「閭左、謂居閭里之左也。 秦時復除者居閭左。 今力役凡在閭左者盡發之也。又云。凡居以富強爲右、貧弱爲左。 役戍多、富者役盡 兼取貧弱者而發之者也。 」
（３
 ） 「墮名城、 殺豪傑、 銷鋒鏑、 北築長城
　
秦の始皇帝の事柄を指す。








けではないとの程頤の説に基づくと思われる。 『河南程氏遺書』巻一六（伊川先生語二） 「趙景平問。子罕言利與命與仁、所謂利者何利。曰。不獨財利之利、凡有利心、便不可。 」
（５）
 「所以孟子從頭截斷、 只説仁義。 」
　「從頭」 はあたまから、 最初から。
ここでは孟子が梁惠王と話した時の最初から。 『孟子』 「梁惠王上」「孟子見梁惠王。王曰。叟不遠千里而來、亦將有以利吾國乎。孟子對曰。王何必曰利。亦有仁義而已矣。王曰何以利吾國。大夫曰何以利吾家 士庶人 以利吾身。上下交征 而國危矣。 」 「梁惠王上」は『孟子』の第一篇にあり、この文章は「梁惠王上 の冒頭にある。
　　
　「截斷」は、遮る、遮断の意。 『語類』巻一五、 一五三条、黄士毅録 （Ⅰ
313 ） 「曰。據他本經、 去修身上截斷、 然身亦是心主之。 」 『語
類』巻三四、 一九七条、葉賀孫録（Ⅲ
901 ） 「子與人歌而善、必使











 「所以説義之所安 即利之所在。 」
　
これは程頤の言葉に基づき、 『大



























公十八年に「山林藪澤之利、所以與民共也。虞之非正也。 」次条に「後面説民之父母、所好所惡 皆是要與民同利之一事」とある。二五三条に「因論治國平天下章財用處。曰。財者人 所好、自是不可獨占、須推與民共之。 」とある。後世の君主が財利を民衆と共有することできないという主張が指す具体的内容として考えられるのは、茶・塩・酒などの専売制度がその一つである。だから、朱子は専売制度に対して強く批判を加えた。 『語類』巻一六、 二一九条、葉賀孫録（Ⅱ
362 ） 「又曰。爲國、絜矩之大者又
在於財用 所以後面只管説財。如今茶鹽之禁、 乃是人生日用之常、却反禁之、這箇都是不能絜矩。 」 『語類』巻一六、 二五二条、林学蒙録（Ⅱ
368 ） 「或問。絜矩之義、如何只説財利。曰。必竟人爲






























































はただ処置の道理を言う。 「絜は、 度るなり。 矩は、 を爲る所以なり。 」方と 、例えば、曲尺 用いて正方形を作るということだ。 「是 以て君子に絜矩の道有り」 とい のはどういう意味なのか。 上位者 （君主）はすでに孝悌があり、下の民衆にも孝悌があり 民に対しておのおのその孝悌の心をその下に成就させれば、それは 矩なのだ。もしそ良心に逆らって、苛斂誅求すれば、その（孝悌）の心 遂げられなくさせてしまい、方ではなくなるのだ。左右 ・ 前後はすべてこ ようだ。「是以」というのは、このようにする必要がある、ということだ。後








 『大学章句』伝九章「所謂治國必先齊其家者、其家不可教而能教人者、 無之。故君子不出家而成教於國。孝者、 所以事君也。弟者、所以事長也。慈者、所以使衆也。 」に対 、 『語類』巻一六には以下の記録がある。一九五条、湯泳録（Ⅱ
356 ） 「孝者所以事君、
弟者所以事長、慈者所以使衆。此道理皆是我家裏做成了 天下人看著、 自能如此、 不是我推之於國。 」 一九八条、 徐
録 （Ⅱ
357 ） 「問。
治國在齊其家。 曰。 且只説動化為功、 未説到推上。 後章方全是説推。
　　





















治國之道、既以孝弟慈爲言矣、此論治國平天下之道、而復以是爲言、 何也。曰。三者人道 大端、 衆心之所同得者也。自家以及國、自國以及天下、雖有大小之殊、然其道不過如此而已。但前章專以己推而人化爲言、 此章又申 之、 以見人心之所同而不能已者如此




長興弟、恤孤不倍、這三句是説上行下效底道理。是 君子有絜矩之道、 這却是説到政事上。是以二字、 是結上文、 猶言君子為是之故、所以有絜矩之道。既恁地了 却須處置教他得所、使之各有以遂其興起之心始得。 」同二二〇条 呉振録 Ⅱ
362 ） 「上老老而民興孝、






老老而民興孝」 ）とは感発（ 「化」 ）について述べたもので、その後の「絜矩」については処置のことだ、という
（３）





































360 ） 「問平天下在治其國章。曰。 （中略）是以君子有絜矩之道、
所以以己之心度人之心、使皆得以自盡其興起之善心。 」 「須是」は「須」と同じ、 「是」は接尾辞 太田辰夫『新訂
　
中国歴代口語文』





















いう表現は、前漢の董仲舒に遡ることができる。 『春秋繁露』 「度制」 「故明聖者象天所爲 爲制度、 使諸有大奉祿 亦皆不得兼小利與民爭利業、 乃天理也。 」 『漢書』巻五六「董仲舒傳」にその「對冊」を載せており、 「身寵而載高位、家溫而食厚祿、因乘富貴之資力、以與民爭利、於下民安能如之哉 とある。
（
14）
 「所 道以義爲利者、 義以方外也」
　「所以～者～」 、 「～わけは～」
の意。 「道」は現代語の 説」と同じ 『周易』 「文言」 直其正也
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
二四一







































































す助字。江藍生『唐五代語言詞典』 （四五九頁）に「助詞、用在動詞後面、表示持續態。 」とする。 『語類』巻十六、 二二五条、甘節録（Ⅱ










　『大学章句』 伝十章 「楚書曰。 楚國無以為寳、 惟善以為寳。 」








の朱子の自注「能如是、則親賢樂利各得其所、而天下平矣。 」 『論語』 「子罕」 「子曰。吾自衛反魯、然後樂正 雅頌各得其所 戦國策』 「秦策三 蔡澤復曰。富貴顯榮、 成理萬物、 萬物各得其所、生命壽長、終其年而不夭傷。 」
（７）





















 「深且切耶」 の 「耶」
　





























質問した。 「 「致知」から 平天下」までは、その道筋が良く備わっ





夫は言った。 「古注に、 「絜、音戸絜の反」とあるのは、 「結」 （ぶ
































 「古注、 絜、 音戸結反。云結也。 」
　『礼記』注疏巻六十「大学」 「君
子有絜矩之道也。 」の鄭注に「絜猶結也 挈也。矩、法也。 」孔疏に「絜、音結。 」 釋文は「有絜 音結 挈也、苦結反。 」
（９）
 「自得」
　「自行」に同じ。 「よい」 「よろしい」 。
（
10）









　「范丈」 は 「范如圭」 のことと推測される。 『朱



































































〔訳〕　「治国平天下」の章の財用のところを論じたついでに、 （先生は）言われた。 「財物は人の好むものだが、本来独り占めしてはならないものであり、 （民にまで）思いを推し及ぼして彼らと共有 なければらない。天下を治めることまでは論ぜずに、一県を治めることでこのことを論じてみよう。もしも租税 取り立てを緩やかにし、性急過酷な取り立てによって騒がせ乱す がなければ、民はそれだけで喜んで（一県の長 ）慕い戴くだろう。 しも租税の取り立てが少しでも厳しく、税の割り当てが民を乱し騒がせれば、民はすぐさま恨むだろう。必ずこうな だ。 」と　さらに （先生は） 言われた。 「民に （恵みを） 与えすぎるのはまだしも、
民から取り立て過ぎてはいけない。郷村でもし細かいことまでこせこせと と利を争うなら、それはただちに（役人側が）清廉さを損なうことになる。もしいささかなりとも人 潤し豊かにするなら、 （民への恵みが） 厚いと て構わない。 孟子はおっ ゃった。 以て取るべく、以て取る無かるべきに、取れば廉をそこな傷はん。以て與ふべく、以て與ふる無かるべきに、與ふれば惠を傷はん」 彼 言いたいことの主眼はただ（役人が）清廉さ 失 ことの方にあるが、加え 、清廉さを失うことと 民への 恩恵をそこなうこととを対にして説 たのだ。実 ところ、 民に）与え ことが 厚きに過ぎたとても、 （民への恩恵が）厚いとしてよ 。もしわず でも（民か の）
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
二四七
















征横斂、民不得以自養、 」二三七条「惟上之人以德為外、而急於貨財、 暴征横斂、 民便效尤、 相攘相奪。 」 などが参考になる。 「征」 は税の取り立て。 『礼記』王制に「關譏而不征」 鄭注に 譏譏異服














史』巻一七四「食貨志」上二 賦稅 （紹興元年）十有一月、言者論。浙西 斂之害、農末殆不聊生。鬻田而償，則無受者。棄之而遁、則質其妻孥。上下相蒙、民無所措手足。利歸貪吏、而怨歸陛下。願重科敷之罪、嚴貪墨之刑。詔漕司究實以聞。 」
（７）
 「孟子言 可以取、可以無取、取傷廉 可以與、可 無與、與傷惠。 」
　『孟子』 「離婁」下の言葉。朱熹集注、 「先言可以者、略見
而自許之辭也、 後言可以無者、 深察而自疑之辭也。過取固害於廉然過與亦反害其惠 過死亦反害 勇 蓋過猶不及之意也。林氏曰公西華受五秉之粟、是傷廉也。冉子與之 是傷惠也。子路 死於衛、是傷勇也。 」
　　
　
ちなみに、 本条の 「孟子言」 から末尾 「是也」 までは、 同じく 「僩」
（沈僩）の記録として『語類』巻五七、 孟子七、 離婁下、 五四条（ 「可以取章」 ） （Ⅳ
1351 ） に載せられている。両者の異同を記しておく。
本条の「若才過取」 「便不好」 「畢竟當下是好意思」 「只是才 」
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
二四八


































首先所言、其原出此。子升問此章所言反覆最詳之意。曰。要之、始終本末只一理。 但平天下是一件最大底事、 所以推廣説許多。 如明德 新民、至善之理極精微 至治國、平天下、只就人情上區處、又極平易、蓋至於平而已耳。後世非無有志於天下國家之人、却只就末 布置、於本原上全不理會。　
因言。莊子、不知他何所傳授、却自見得道體。蓋自孟子之後、荀卿



















（これこそ）民の日用生活の切実緊迫した事だからですね。 」と。 （先生は）言われた、 「その通りだ。孟子が最も言いたかったことの、そのもと ここにある。 」と。子升が、この章で 財用について）繰り返し述べて最も詳しいことの意味を問うた。 （先生は）言われ 。 「要するに、始終本末、ただ一つの理だ ただ、平天下は 重要な事だから、それで様々に広げて説 ている。明徳、新民、至善の理については極めて精微だ。治国平天下になると、ただ人の心に即して処置するので、さ に極めて平易なのであって、思うに、 （それで絜矩 ）均平（正方）に至るのだ。後世、天下国家に志す人がいないわけではなかったが、彼らはかえってただ些細な末節に いてばらばらに対応処置して、おおもとについては全く取り組まなかった。 」と。　
そこで（こうも）言われた、 「荘周はどこから伝授され のか分か
らないが、自分で道の本体を得た。恐らく、孟子より後、荀卿（荀子）などの諸公は皆彼 （荘周） に及ばなかった。彼が （ 『荘子』 天道篇に 「道
を語りて其の序に非ざるは、 其の道に非ざるなり」と言っているのは、非常に良い。思うに（荘周は）きっと孔門の徒を継承しているに違いなく、その淵源は（孔門 ）由来するはずだ。後には仏教徒の教えも甚だ上手に説いているところがあ が すべて荘子から出ている。ただ、 彼らの（道に関する）認識が不十分で、 細かな工夫もないから、しばらくすれば説明のすべ が崩れてさり、 所謂る『賢者は之 過ぐ』というさまとなる。今の人々もやはり、 自分自身の本領（儒家 学問）に取り組んでこれに通暁貫徹すべきであって、然る後に（荘子や仏教の）このような議論を読めば お ずとその（議論の）高下も っきりと見分けられるだろう。もし、全く彼らの考えが理解できないとれば、 その時は、 ま 見識が より低いのだ。 」と。そこで言われた。「曽点のような者は、その気性性格はまさしくそうであった。 」と。　
さらに質問した。 「 『論語集注』に、曽点は堯舜の為した事業も十分







































 「莊子、 不知他何所傳授、 却自見得道體」
　『河南程氏遺書』 巻三 「莊




























































下面答言志、 雖堯舜事業亦優為之處否。曰、 且道堯舜是甚麼樣事。何不説堯舜之心 恰限説 、蓋富有之謂大業、至如平章百姓、明目達聰、 納大麓、 皆是事也。此分明説事業。緣曾點見得道理大所以堯舜事業優為之、視三子規規於事為之末、固有間矣。是他見得聖人氣象如此、雖超乎事物之外、而實不離乎事物之中。是箇無事無為底道理、却做有事有為底功業。天樣大 也做得 針樣小事也做得、此所謂大本、所謂忠、所謂一者、是 點操得柄欛、據著源頭。諸子則從支派上做工夫。諸子 做得小、他底高大。曾點合下便見得聖人大本是如此、但於細微工夫却不曾做得、所以未免為狂。緣他資稟高、見得這箇大 不肯屑屑做那小底工夫。是他合下一見便了、於細微節目工夫却有欠闕、與後世佛老近似、但佛老做得忒無狀耳 」同、巻四十、董銖録（Ⅲ
1036 ） 「問。曾點言志、
雖堯舜事業亦優為之。曰。曾點為人高爽、日用之間、見得這天理流行之妙、故堯舜事業亦不過自此做將去。然有不同處 便是實有之、踏實做將去。曾點只是偶然綽見在。 」同、巻四十 董銖録（Ⅲ
1036 ） 「或問曾點氣象。曰、曾點氣象、固是從容灑落。然




















































































〔訳〕　（先生は）友仁に問う。 「 『大学或問』の読み進み具合はどうだ。 」 （答えて）言う。 「大体分かりました。 （先生は）言われた。 「その放心を收め、その德性を養うとは何だ。　（答えて）言う。 「放心とは、或いは心に不正の考えが起こり、意識に邪念があり 耳に非禮な言葉を聞き、目に亂色を見、非道の話を口にし、または手足を動かすのに禮に從わないことについても、これらはみな『放』なのです。收めるとは、不正な思 と邪念が起こった時にそれらを断ち切って持続しないよう させること、耳目言動についてもみな同じようにすること れが即ち「收」なのです。その放心

















正理。 」なお、 「養其德性」は『孟子』に基づく。 『孟子』 「盡心」上「孟子曰、盡其心者知其性也 知其性則知天也 存其心、養其性、 所以事天也。 」 『語類』卷一九、 一九条 程端蒙錄（Ⅱ
430 ） 「孟










 「思無邪、思馬斯徂。箋、云徂猶行也、思遵伯禽之法、專心無復邪意也。 」 『詩集伝』 「人生而有心、心縁物則思。故事成於思、而心喪於思。無思、其正也、有思、其邪也。有 未有無 者也、思而不留於物、 則思而不失其正、 正存而 不起 故易 閑邪存其誠、此思無邪之謂也。 」 『語類』卷十二、 一四二条 沈僩錄（Ⅰ
217 ） 「人







正しくない話や理論。 『春秋繁露』 「楚莊王第一」 「古苟









耳無所聞、 目無所視。 」同書同卷、 八〇条、 葉賀孫錄（Ⅲ
1063 ） 「賀
孫問視聽之聽 或明知其不當視而自接乎目、明知其不當聽而自接乎耳、這將如何。曰、視與看見不同、聽與聞不同。如非禮之色、若過目便過了、只自家不可有要 之之心。非禮之聲 若入耳也過了、只自家不可有要聽之之心。然這般所在也難、古人於這處亦有以禦之。如云姦聲亂色 不留聰明、淫樂慝禮、不接心術。 」
（９）
 「不道」
































問う。 「 『或問』には、 「七年の病を以って三年の艾を求む、その功































528 ） 「希眞問、 貧而無諂一章、 大意謂人必當如此。曰、
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
二五六
不是説必著如此、但人且要就自身己上省察、若有諂與驕之病、且就這裏克治。 」 『語類』卷三六、 六一条、黄幹錄（Ⅲ
960 ） 「問、竭













做不做、 如捕風捉影、 有甚長進。今日是這箇人 明日也是 箇人。 」『語類』卷十、 四三条、楊道夫錄（Ⅰ
166 ） 「讀書只恁逐段子細看、















、 朝鮮整版本、 和刻本は 「檢」 を 「撿」 に作る。




















己復禮爲仁。一日克己復禮、 天下歸仁焉。爲仁由己、 而由人乎哉。顏淵曰、請問其目。子曰、非 勿視、非禮勿聽 非禮勿言、非禮勿動。顏淵曰、 回雖不敏、 請事斯語矣。 」 朱子は 「克 復礼」 を乾道、「持敬行恕」を坤道とした上で、 「持敬行恕」は「克己復礼」を包含し得る、と述べている。 「克己復禮、又是一段事 とは 己復禮」は敬の工夫という基盤の上に行われるべきもの という意か。 『論語』 「仲弓問仁」条朱注： 「克己復禮、乾道也。主敬行恕、坤道也 顔・冉之學、其高下淺深 於此可見。然學者誠能從事於敬恕之間而有得焉、亦將無己之可克矣」 『語類』卷十二 七四条、
劭浩錄（Ⅰ
208 ） 「問。二程專敎人持敬、持敬在主一。浩熟思之、
若能每事加敬、則起居語默在規矩之内、久久精熟、有從心所欲不踰矩之理。顏子請事四者、亦只是持敬否。曰、學莫要於持敬、故伊川謂、敬則無己可克 省多少事。然此事甚大 亦甚難。須是造次顛沛必於是、不可須臾閒斷、如此方有功、所謂敏則有功、若還今日作、明日輟 放下了又拾起、幾時得見效。なお、朱子は「克己復禮」を學問の綱目とすることは 次の用例が擧げられる。 『語類』卷三〇、 四七条、潘時擧錄（Ⅲ
774 ） 「問顏子不遷怒、不貳過。















問う。 「大學の冒頭が明敎について述べて、 主敬を説かないのは、 （敬






敬を主とすること。 『語類』卷六、 八一条、 李方子錄（Ⅰ





前条の注 （１） の 『大学或問』 を參照。 『語類』 卷七、
一一条、 葉賀孫錄（Ⅰ




















冒頭から末尾まで。 「徹心徹髓」 「徹骨」 「徹底」 「徹
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
二五九
處」 「徹頭」 「徹始徹終」 「徹上徹下」と類似。三浦國雄『 「朱子語類」抄』 （講談社、二〇〇八年、一九六頁）を參照。 「敬字是徹頭徹尾工夫」は前条注（２）を参照。
（２）
 「自格物、 致知至治國、 平天下、 皆不外此」
　『語類』 卷十二、 七四条、
劭浩錄（Ⅰ




































う。しばしば体認や実践と対照して、 「口先だけの解説」という否定的なニュアンスで用いられる。 『語類』巻一四、 八五条、呂燾録「問。或謂虛靈不昧、是精靈底物事、具衆理、是精靈中有許多條理、應萬事、是那條理發見出來底。曰。不消如此解説。但要識
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
二六〇






























ある者が問う。 「大學 （或問） が について論じて引用した諸説には、






















































あるものが問う。 「先生は敬を説く際に、 伊川の 「主一」 と 「整齊嚴肅」

























ばかり説いていますか。 」 （先生は）言われた。 「 「主一無適」の他 また「整齊嚴肅」を説いた。 「整齊嚴肅」もただ「主一無適」の意味だ。しばらく「整齊嚴肅」の時になぜここが敬になるのか なぜ 常惺惺」もつまり敬であるのか、なぜ「收斂此心不容一物」もつまり敬であるのか、ということをまずは自分で考えてみよう。このことは最も分かりやすい。自ら試みて體驗してみればつまり分かる ただ心を常にこ
のようにさせるだけだ。 」　
放心について説き及んだ。 「惻隱、羞惡、是非、辭遜のようなもの







255 ） 「公且自看、日用之閒、如何離得這四箇。 」 『語
類』卷三七、 三七条、潘時擧錄（Ⅲ
988 ） 「叔重問、程子云、權者、































はずれる。 『語類』卷三一、 一五条、 葉賀孫錄（Ⅲ
783 ） 「正









どこもかしこと。 『毛詩』 小雅 「皇皇者華」 「皇皇者華、




小さい子供。 「小兒」とも 語類 卷七、 一三条、陳
淳錄（Ⅰ
126 ） 「天命、非所以教小兒、敎小兒只説箇義理大概、
只眼前事或以灑掃應對之類、作段子亦可。毎嘗疑曲禮衣毋撥、足毋蹶、將上堂、聲必揚、將入戸 視必下、等協韻處、皆是古人初敎小兒語。列女傳孟母又添兩句、曰 將入門 問孰存 」同卷七
一五条、 黃義剛錄（Ⅰ
126 ） 「先生初令義剛訓二三小子。見敎、 曰、










言不同、 自是那時就那事説、 自應如此。且如 『大學』 『論語』 『孟子』 『中庸』都説敬、 『詩』也『書』也『禮』也、 亦都説敬。各就那事上説得改頭換面、要之、只是箇敬。　
又曰。或人問 「出門、 使民時是敬、 未出門、 使民時是如何」 、 伊川答 「此































曽光祖が質問する。 「 （程頤の） 「主一無適」と「整齊嚴肅」とは違
うのでしょうか。 」　（先生が） おっしゃる。 「どうして二つのことであろうか、 （どちらも）つまり敬のことだ。上は堯舜にいたるまで、やはり常に に取り組んでおられたのだ。 （敬について語られた）言葉に違いがあるのは、それぞれの時にそれぞれの事柄に即して説かれたの あるから、そうなるのも当然だ。例えば、 『大学』 『論 』 『孟子』 『中庸』はいずれも敬についていい、 『詩』も『書』も『礼』もすべて敬について述べている。いずれもそれぞれの（書物 ）内容に従って述べて表現は違うがするに、敬のこと（をいっている ）だ。 」　またおっしゃる。 「ある人が （程伊川に、 『論語』 顔淵篇に関して） 「門



















126 ） 「器遠前夜説。 「敬當不得小學。 」某看來、小學却未當得敬。
敬已是包得小學。敬是徹上徹下工夫。雖做得聖人田地、也只放下這敬不得。如堯舜也終始 一箇敬。如説「欽明文思」 、頌堯之德、四箇字獨將這箇 敬」 做擗初頭。如説 「恭己正南面而已」 、 如説 「篤恭而天下平」 、皆是。
（４）




た、静坐を重視し、未発の状態で理を体得する方法と、張栻から影響を受けた、已発時の省察を重視する方法を統合したものであるという。 （友枝龍太郎『朱子 思想形成』 、 春秋社、 一九六九年、第一章） 『語類』巻一二では 朱子は、 経書において伝統的に「敬」が重視されてきたことを述べ、特に、目的語を伴わずに単独で用いられる「敬」が重視されてきたと説く。巻一二 七三条、沈僩録（Ⅰ
207 ） 「因歎敬字工夫之妙。聖學之所以成始成終者、 皆由此、
故曰『修己以敬。 』…或曰。自秦漢以來、諸儒皆不識這敬字、直至程子方説得親切、學者知所用力 曰。程子説得如此親切了 近世程沙隨猶非之、以爲聖賢無單獨説敬字時、只是敬親、敬君、敬長、 方着箇敬字。全不成説話。聖人説 修己以敬』 曰 『敬而無失』 、曰『聖敬日躋』 、何嘗不單獨 來 若説有君、有親、有長時用 、則無君親、 無長之時 將不敬乎。都不思量、 只是信口胡説。 」また諸経が説く「敬」については、以下に示す通り、 「 」字が直接言及されている場合に加えて 経文中に「 」字が用 られていなくとも、朱子学において「敬」として理解されていたものが存在するこ 考慮すべきであろう。 『大学章句』伝三章「 『詩』云「穆穆文王、於緝熙敬止。 」爲人君、止於仁、爲人臣、止於敬、爲人子、止於孝、爲人父、止於慈、與國人交、止於信。 」 『論語』 「泰伯」 「詩云。戰戰兢兢、如臨深淵、如履薄冰。 （ 『語類』巻三五二二条、張洽録（Ⅲ
913 ） 「曾子曰。 「戰戰兢兢、如臨深淵、如履
薄冰」 、此乃敬之法 」 ）同「顔淵」 「 （子夏曰）君 敬而無失、與人恭而有禮。四海之内、 皆兄弟也。君子何患乎無兄弟也 朱注 「既
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安於命、又當修其在己者。故又言苟能持己以敬而不間斷、接人以恭而有節文 則天下之人皆愛敬之、如兄弟矣。 」同「憲問」 「子路問君子。子曰。脩己以敬。曰。如斯而已乎。曰。脩己以安人。曰。如斯而已乎 曰。脩己以安百姓。脩己以安百姓、堯舜其猶病諸。 」『孟子』 「告子」上「放其心而不知求、哀哉。 」 （ 『語類』巻一二、八〇条、黄義剛録（Ⅰ
209 ） 「人只是要求放心。何者爲心。只是





こと。 「改頭換尾」ともいう。早くは唐代の仏教関係の語彙に見える。 『寒山詩』 「可畏輪廻苦、往復似翻塵 蟻巡環未息、六道亂





















と同じく、 「…ではあるが」の意。巻一二五、 三〇条、 林夔孫録（Ⅷ2994-2995 ） 「問。 『老子』之言、似有可取處。曰。它做許多言語、










ある者が、 （程頤の） 「整斉厳粛」と（ 『礼記』の） 「厳威儼恪」の違




















曰。 「志者、 氣之帥也」 、 此只當責志。 『孟子』曰「持其志、 毋暴其氣」 、
若能持其志、氣自清明。　























































である」 といいますが、 この説は非常にぴたりと言いあてていますね。 」（先生が） おっしゃる。 「程子の 「整斉厳粛」 の説がよいのには及ばない。
思うに、人がそのように（整斉厳粛）することができれば、心はここに（しっかりと）あって、つまり惺惺なのだ。外面は整斉厳粛であるのに内面は惺惺でないという人はいない。もしあ 時間の間、外面が整斉厳粛であれば、その時間の間は（内面も）惺惺なのであり、ある時間の間、 （外面が）緩んでいれば その時間の間は内面も）昏迷して怠けているのだ。 」　（私）祖道がいう。 「それは気ということですね。気が清明であるときは、 （外貌も）整斉厳粛としているはずですが、 （気が）昏濁して（外貌も）放縦になってしまったら、一体どうしたら（気を）捕捉して安定させられるのでしょうか。 」　（先生が）おっしゃる。 「 （ 『孟子』に） 「志なる者は、気の帥なり」というが、これは（程子のいうように） 「志を責める」 （志 責任を追及する）べきである。 『孟子』に「其の志を持し、其の気を暴する毋かれ」というが、志をしっかりと保持し れば、気 自然と清明になるのだ。 」　ある者が質問した。 「程子は、 「学ぶ者が、習に流されて、気に圧倒
































 「志者、氣之帥也 『孟子』曰「持其志、毋暴其氣」 」
　
いずれも
『孟子』の語。 『孟子』 「公孫丑」上「曰。敢問夫子之不動心、與告子之不動心、可得聞與。告子曰「不得於言、勿求於心。 於心、勿求於氣。 」不得於心、勿求於氣 可。不得於言、勿求於心、不可。夫志、 氣之帥也。 、 體之充也。夫志至焉、 氣次焉。故曰 「持










































〔訳〕　（先生が門弟たちとともに） 『涪陵記善録』を読んでいたおりに、質問された。 「尹和靖は、 敬を （程頤の） 「整斉厳粛」 によって （ 「其心收斂、不容一物」と）説いており、 （一方で）謝上蔡は（敬について） 「惺惺の法である」といって るが、両者についてどう考えるか 」　陳易がいう。 「先に尹和靖の説から入り、その次に謝上蔡の境地に
至ることができます。 」 （先生が）おっしゃる。 「それぞれにやり方がある。和靖のものは（心を）保持し守るものであり、上蔡はそんなことをしようとせず、常に 覚醒させようとする。しかし要するに、和靖のいっていること 上蔡の こと 同じだ 」
　
横某がいう。 「 『易』 の 「敬して以て内を直にす」 について、 程伊川が 「主
一」というのは、 尹和靖（の「其心收斂、 不容一物」 ）と同じことです。そもそも敬には二つあり、 未発 敬と已発の敬です。いわゆる （ 『礼記』の） 「敬せざる毋かれ」 （未発）と（ 『論語』の） 「事は敬を思う」 （已発）がそうですね。 」　（先生が）おっしゃる。 「 （敬は未発と已発の際の）二つではあるが、結局は大本は一つであり、動と静とに応じて（敬 工夫の）あり方に違いがあるだけだ。学ぶ者は 常に（静時も動時も、未発の時も已発の時も）よどみなく（敬であって）間断なくなさねばならない。 」　さらにいう。 「尹焞の説はもちろんよいのですが、 集義」 （諸事を
義に合する）について分かっておらず、 （実践の）工夫を欠いていますね。 」　（先生が）おっしゃる。 「やはり尹焞は才気が充分でないので、そのようにいうだけだ。そもそも体があっても用のない のは、完全とはいえない。 」　さらに質問する。 「張南軒は、敬をいう際に、常に「義、已に其







 「 『涪陵記善録』 」
　『涪陵記善録』 は、 程頤の弟子である尹焞の語を、










子の高弟で、 「陳後之持守見識、皆不易得」 （ 『朱文公文集』巻五八「答李子能 ）といわれた 『語類』には 「厚之問」あるいは「陳厚之問」で始まる質問が十数条収録されている。田中謙二「朱門弟子師事年攷」は「陳易」の項を掲げ、 「字は厚之、清源県
（福建省仙遊県）の人」とする。これは、朝鮮古写本『語類』巻一〇四、 三四条の双行注に「辛亥年（一一九一）四月初四日臨漳設廳、後夜侍坐。因問傳授之由、親見説。是時祭風師散齋。清源陳易厚之 南康周弼舜弼、九江蔡念誠元思、共聞之。可學」とあるのに拠っている。ただし、田中氏は、 「 『語類』中には、 「陳後之」または単に「後之」として現れ」るといい、 『語類』において「厚之」も多く用 られることには注意して ない（なお巻三、五六条の「陳後之」を朝鮮古写本が「陳厚之」に作ることは指摘している。以上は、 『田中謙二著作集』第三巻、八八～八九頁） 。また、 『宋元学案』補遺・巻六八に「陳易、字復之 永春人。從朱文公學。文公嘗稱先生及北溪爲學頗得蹊徑次第」というが、これは田中氏の指摘する通り、 「後 「復」に誤ったものである。また、陳栄捷『朱子門人』には「陳厚之」を立項する （二一七～一八頁） 、これが陳易と同一人物であることに気づいていない。なお、 『語類』が収録する「厚之」と表記される質問はすべ 鄭可学（一一五二～一二一二）の記録にかか 之」の表記は多くが陳淳（ 一五三？～一二一七）の記録であ 。前掲田中論文が指摘するように、鄭可学 陳易、 淳、周謨などは、朱熹の漳州在任期間の同門弟子で、その時期は紹煕元～二年（一一九〇～九一）頃という。陳易は、伊川の「主一」につ ても質問している。巻九六、 二五条、鄭可学録（Ⅵ
2465 ） 「厚之問。或人專守

























































不善、其所以 善者、才也 受於天之謂性、禀於氣之謂才。才之善不善、由氣之有偏正也。乃若其情則無不善矣。 」 『語類』巻五、九七条、廖德明録（Ⅰ
98 ） 「論才氣。曰。氣是敢做底、才是能做
底。 」 「去不得」 （肯定形「去得」 ）は、かなり特殊な用法で、 「よくない（よい） 」 、 「充分でない（充分だ） 」の意。巻四一、 二二条、潘植録（Ⅲ
1048 ） 「又問。三子皆事爲之末、何故子路達得便是這
氣象。曰。子路才氣去得、他雖粗暴些、纔理會這道理、便就這箇「比及三年、可使有勇且知方」 。上面、却是這箇氣象。求 ・ 赤二子、雖似謹細、却只是安排來底、又更是 才 小了。子路是甚麼樣才氣。 」巻五二、 一四二条、周謨録（Ⅳ
1261 ） 「告子「不得於言、勿











 「渠好如此説、 如仁智動靜之類、 皆然」
　
張栻 『癸巳論語解』 巻三 「子































 「又問孟子 ・ 告子不動心。曰。孟子是明理合義、告子只 硬把捉」　本巻一三条の注（６）を参看。また、 『孟子集注』には、続け
て以下のようにいう。 『孟子』 「公孫丑」上「敢問夫子惡乎長。曰我知言、我善養吾浩然之氣。 」朱注「公孫丑復問孟子之不動心所以異於告子如此者、有何所長而能然、而孟子 詳告之以其 也
…蓋惟知言、則有以明夫道義、而於天下之事無所疑。養氣、則有以配夫道義、而於天下之事無所懼 此其所以當大任而不動心也。告子之學、 與此正相反。 其不動心、 殆亦冥然無覺、 悍然不顧而已爾。 」『語類』巻五二、 九条、 周謨録（Ⅳ
1233 ） 「問。告子之不動心、 是否。


















おいて、唐末の瑞巌師彦禅師が、いつも自らに「主人公」 （ご主人さま）と呼びかけ、それに自ら「喏喏」 （はい）と応え、また「惺惺著」 （目覚めておれ）と呼びかけた話として有名。 『円悟仏果禅師語録』巻一八・拈古・下「擧。玄沙問僧。近離甚處。僧云。瑞巖。沙云。瑞巖有何言句 僧云。長喚主人公 自云喏喏、惺惺著、他日莫受人謾。沙云。一等是弄精魂、也甚奇怪。復 。何不且在彼中住。僧云。瑞巖遷化了也。沙云。如今還喚得應麼。僧無語。 」 （大正四七、 七九七上）また、 『語類』巻一二でも、瑞巌和尚に言及している。一五条 陳文蔚録（Ⅰ
200 ） 「古人瞽史誦詩之類、























尹焞の 「その心収斂し、 一物をも容れず」 について質問した。 （先生が）







































尹焞の 「その心収斂し、 一物をも容れず」 の説について質問した （先
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
二七七










の言葉。 『孟子』 「公孫丑」 上 「必有事焉而勿正、 心勿忘、 勿助長也。 」朱注「必有事焉而勿正、趙氏・程子以七字爲句。近世或并下文心字讀之者亦通。必有事焉、有所事也、如有事於顓臾之有事。預期也。 『春秋傳』曰「戰不正勝」 、是也。如作正心義亦同。此與『大學』之所謂正心者、 語意自不同也。此言養氣者、 必以集義為事、而勿預期其效。其或未充、則但當勿忘其 有事 而不可作為以助其長、乃集義養氣之節度也。 」静時の敬と「必 」の関係について説いたものに、次のものがある 朱文公文集』巻六七・雑


















を校勘の対象に加えることとする。 これはいわゆる 「池録」 である。 「池録」は、李道傳が収集し、潘時舉や葉賀孫らと校訂をした、三十三人の弟子による記録の、記録者ごとの語録である。各種ある語録のなかで最初に編纂されたも で、池州で刊行されたので「池録」と略称される。　
今回の出版は、台北故宮博物院現蔵の二本を一書に整理したもので







































健は『周易』の「乾」の徳、 順は「坤」の徳。 『周易』 「繋







と。本巻二三条の記述を参照。朱子の著述の中に 「陰陽之性」 「陰陽性」と見えるのはここのみ。なお張載『易説』に、 「動靜有常、剛柔斷矣 に注して「動靜、陰陽性也 」とある を参照。
20条
　
問健順仁義禮智之性。 曰。 此承上文陰陽五行而言。 健、 陽也。 順、 陰也。
四者、五行也。分而言之、仁禮屬陽、義智屬陰。　
問。立天之道曰陰與陽、立地之道曰柔與剛、立人之道曰仁與義。仁











































書で、李煇（字晦叔）の「大學或問中陰陽五行之説、先生答黄寺丞云、陰陽之爲五行 有分而言之、有合而言之、煇嘗推之云云。 」という問いに以下のように答えているのを参照。 「分合之説固如此。然就原頭定體上説、則未分五行時、只謂之陰陽、未分五性時、只謂之健順。及分而言之、則 爲木火、 爲金水、健爲仁禮、順爲智義。 」なお、 五行の配当で言っても 仁は木、 義は金 禮は火、智は水で、 やはり仁と禮が陽、 義と智が陰になる。 『白虎通』 「五藏肝仁、肺義、心禮、腎智 脾信也。肝所以仁者何。肝 之精也。仁者好生 東方者陽也…肺所以義者何 肺者金之精…心所以為禮何、心火之精也…腎所以智何、腎者水之精…脾 信何、脾者土
之精也。 」 『語類』巻六、 四五条、曽祖道録（Ⅰ
104 ） 「仁木義金禮





　『周易』 「説卦傳」 の文章。 ここで質問者は、 『周易』
の文章が「陰陽、柔剛、仁義」となっているので、この並びなら、陰―柔―仁、陽―剛―義なので、仁が陰、 が陽でなければならないのではと考えている。この『周易』の文章を以て仁を柔とすることへ 朱子の反論は、 『語類』 巻六、 五四条、 沈僩録 （Ⅰ
106 ） 「正













る。また『宋元學案補遺』巻四四には、 「誠齋同調」として朱子と並んで記述されている。袁氏との議論は『朱文公文集』巻三八「答袁機仲別幅」 「來喻以東南之温厚為仁、西北之嚴凝為義。此鄉飲酒義之言也。然本其言、雖分仁義、而無陰陽柔剛之別。但於其後復有陽氣發於東方之説、則固以仁為屬乎陽、而義之當屬乎陰、從可推矣。來喻乃不察此、而必欲以仁為柔、以義為剛、此既失之而又病夫柔之不可屬乎陽、剛之不可屬乎陰也…蓋嘗論之、陽主進而陰主退、 陽主息而陰主消。進而息者、 其氣彊 退而消者 其氣弱。此陰陽之所以為柔剛也。陽剛温厚 居東南 主春夏、 而以作長為事。陰柔嚴凝、居西北、主秋冬、而以歛藏為事、作長為生、歛藏為殺。此剛柔之所以為仁義也。 以此觀之、 則陰陽剛柔仁義之位 豈不曉然而彼楊子雲 謂 於仁 柔、於義也剛者、乃自其用處之末流言之。蓋亦所謂陽中之陰、陰中之陽 固 妨自為一義 但 以雜乎此而論之爾。 」なお『語類』巻六 五五条 沈僩録（Ⅰ
106 ） 「仁




示す。～してくる。 『語類』巻一一五 五条、 訓人傑（Ⅶ
2770 ） 「人







剛。 」なお、朱子はこの揚雄の発言の「仁が柔で、義が剛」ということ自体を否定するわけでなく、 注 （４） 所引の 「答袁機仲別幅」のよ に「陽中之陰 陰中之陽」と考えたり、 『朱文公文集』巻五一、答董叔重（其九） 「仁體剛而用柔 義體柔而用剛。 」のように体用で考えたりしている。なお、 『語類』巻六、 一三六条、黄㽦録（Ⅰ

















都是這箇、説出也只是這箇、只各就地頭説、不是把定這箇將來做。如堯舜 多少道理。到得後來衣鉢之傳、 只説人心惟危、 道心惟微、惟精惟一、允執厥中。緊要在上三句。説會如此、方得箇中 方得箇恰好。這也到這地頭當 中、便説箇中 聖賢言語 初不是著意安排、只遇著 字 便説出這字也。 」なお、本条と同じときの記録と思われるものが『西山読書記』甲集巻八にあり、 そこでは「問立天之道云云 則仁當屬陰。先生曰、仁何嘗屬陰。袁機仲力爭要以仁屬陰、引楊子之言爲證。殊不知仁之定體自是 陽 至論君子所學、則又就其地位上説、如何拘得。 」として、 「地頭」を「地位」に作るのを参照。 （ただし、 『西山讀書記』の右の引用は宋版に基づくが、地位の前の「 」を宋本は「非」に作るのを四庫全書本によって改めた。 ） 「地位 については、三浦國雄『朱子語類抄』九二頁参照。
（９）
 「拘文牽引」
　「拘文牽引」 は 「拘文牽義」 とも言われる。ここでは、
他の文章との関係だけから考えてしまい、その文章の意味に引きずられて、 ここで考えるべき「定体」について考えていないことまた『語類』巻五、 一六条、陳淳録（Ⅰ
83 ） 「文字須活看。此且
就此説、彼則就彼説、不可死看。牽此合彼 便處處有礙。 」同巻二九、 一条、葉賀孫録（Ⅱ
728 ） 「問、子路有聞、未之能行、惟恐
















柔止… 采薇、薇亦剛止。 」 『詩経』は、薇が柔らかい段階からかた剛くなっていくことを詠う 『語類』巻二〇、 九一条、葉賀孫録（Ⅱ
464 ） 「仁自是箇和柔底物事。譬如物之初生自較和柔、及























礼が 「有文」 であるのは、 『礼記』 礼器 「先王之立禮也、















































質問した。 「小學の 「詩書禮樂以て士をいた造す」 の注に 「禮は陰なり」











ある」 とするのは、 『小学』 のこの部分が基づくところの 『礼記』 「王制」 「詩書禮樂以造士 春秋教以禮樂、冬夏教以詩書。 」の鄭玄注「春夏陽也。詩樂者、 聲聲亦陽也。秋冬陰也。書禮者、 事事亦陰也。互言之者、皆以其術相成。 」が、礼を陰だとしていることを指す。なお、 「礼陰也」とするそのままの表現は、周敦頤『通書』 「禮理也、 樂和也。 」についての朱子の注に「禮陰也、 樂陽也」と見える。
（２）
 「此以文明言」
　『周易』 「乾」 「見龍在田、天下文明。 」程
伝「龍徳見於地上 則天下見其文明之化也。 」本義「雖不在上位、然天下已被其化。 」礼と文明の関係については、 『語類』巻五九、 一五三条、廖徳明録（Ⅳ
1411 ） 「當此之時、仁義禮智之苗










斂束とも。 収斂に同じ。 義が収斂するものであるのは、 『語
類』巻六、 五四条、 沈僩録（Ⅰ





本条はあるいは『語類』巻六、 五六条、 沈僩録、 （Ⅰ
106 ） 「仁禮屬陽屬健、義智屬陰屬順。問、義則截然有定分。有收

















であることを知れば仁に受け渡して（バトンタッチして）それを愛することになり、非であることを知ればそれを義に受け渡してそれを悪む。注（５）に引用した沈僩録で「智只是知得了、便交付惻隠羞惡辭遜三者。 」 とするのを参照。また 『語類』 巻六、 七五条、董銖録（Ⅰ
109 ） 「仁為四端之首、而智則能成始而成終、猶元為四
徳之長。 然元不生於元而生於貞。 蓋天地之化不翕聚、 則不能發散也。仁智交際之間、乃萬化之機軸。 」に見える智から仁への受け渡しの関係も参照されたい。 「交過」は「わたす、回付する。 」 （田中謙二『朱子語類外任篇訳注』一一二頁。同書該当箇所の本文は『語類』巻一〇六、 二七条、葉賀孫録（Ⅷ
2649 ） 「如諸縣發簿暦到州、在法





















　『礼記』 「曲礼」上「效犬者、 左牽之。 」鄭玄注「犬
齛
齧人。右手當禁備之。 」と、犬は基本的に人を嚙むものとされ

























の偏にして且つ塞なる者は物と爲る」とありますが どういうことでしょう。 」先生「物が生じるのは、必ず気が集まることによって、その後で形あるものとなる。澄んだ気を得れば人 な 、濁った気を得
れば物となるのだ。たとえば大きな炉で鉄を溶かして精錬したとき、ちゃんと精錬された鉄と、かすが別々の場所にできるようなものだ。 」　
また質問した。 「気には清濁があるが、理については同一だ、とい
うのはどうでしょう。 」先生「もちろんそういうことだ。理とい ものは、宝玉にたとえてみると、聖賢についていえば澄んだ水の中に置かれているようなもので、その輝きは自然 現れてくる。ところが愚不肖の人間ではこれが濁った水の中に置かれているようなもの 、泥を澄ませることによってはじめてそ 光を見ることができる。さて、だから人は理を見ることができないのであり、泥を澄ませてやら いといけないのだ。これが克己治身せねばならない理由なのだ。万物についてもやはりこの がそなわっている あって、天 どうしてこの理をそれに与えないなどということがあろうか。ただ気によっ くらまされふさがれてお 、これは宝玉を濁った泥 中に置いたようなもので、理のかがやきがもはや見えなくなってしまっている 。　
しかし、動物などのなかには、君臣母子を知るもの、祭ることを知








人物貴賤之殊。以其氣而言之、則得其正且通者為人、得其偏且塞者為物。是以或貴或賤而不能齊也。 」 「 」は、 『爾雅』 「釋天」「四時和爲通正。 」郭璞注「通、 平暢也。 」邢昺疏「言上四時之功和、是爲通暢平正也 」要するに、人は天地の和気を受けて生まれたものであること。 『列子』 「天瑞」 「清輕者上為天、濁重 下為地、沖和氣者為人。故天地含精、萬物化生。 」なお、この条全体に関わるものとして、 『語類』巻四、 四二条 沈僩録（Ⅰ
65 ） 「自一氣














「今一以天地為大鑪、以造化為大冶、惡乎往而不可哉。 」また『語類』巻七四、 一〇一条、 林学履録（Ⅴ





かす。 『語類』 にはしばしば現れる。 『語類』 巻一、 二三条、
陳淳録 （Ⅰ
6 ） 「天地初間、 只是陰陽之氣。這一箇氣運行、 磨來磨去、








　『孟子』 「告子」上「詩曰、 天生蒸民、 有物有則。 」










































虱食人、賊人肌膚、猶人鑿地、賊地之體也。蚤虱内知、有欲解人之心、相與聚會、解謝於所食之肉旁、人能知之乎。夫人不能知蚤虱之音、猶地不能曉 民之言也。 」 （ 『論衡校釋 云「音 疑是意之壊字。 」 ）
24条
　
問。或問云、 於其正且通者之中、 又或不能無清濁之異、 故其所賦之質、
又有智愚賢不肖之殊。世間有人聰明通曉、是禀其氣之清者矣。然却所爲過差、或流而爲小人之歸者。又有爲人賢而不甚聰明通曉。是如何。　





















清濁の違いが無いわけにはいかず、だから賦された質にも、智愚や賢不肖の違いがある」と言われて ますが、世の中には聡明で物事に精通した人がいて、これは気の中でも澄んだものをうけた人です。しかしそれでも行動に節度を失うことがあり、誤った方向に流れて小人になりはてることもあります。また、人とな が賢であっても、それほど聡明でもなく物事に精通もしていないこ もあります。これはどういうことでしょう。 」　
先生「 『或問』のなかにもともとすでにこのことは書いてある。 「そ




















節度を失う。 『尚書』 「胤征」 「羲和湎淫、廢時亂日。 」
孔傳 沈湎於酒、過差非度。 」ここで、 「聡明だが過差あり」とするのは、あるいは羲和が天文をよく知り聡明であったが、度を失した行動で征伐されてしまったことを意識すると思われる。
（５）
 「小人之歸」
　『韓昌黎文集』 巻一二 「五箴」 之一 「游箴」 「君子之棄、




この 「人となりは賢だが聡明でない」 は 『論語』
「先進」 「柴也愚」集注「愚者、知不足而厚有餘。家語記其足不履影、啓蟄不殺、方長不折、執親 喪、泣血三年、未嘗見齒、避難而行、不徑不竇。可以見其為 矣。 」がその例である。
（７） 「不賢」




















問百種、 只是要克己復禮。 」学問と気質変化の関係については、 『河南程氏遺書』巻一八 學至氣質變、方是有功。 」 『張子語録』巻中「為學大益、在自求變化氣質。 」 『中庸章句』二十章「
吕
氏曰、君
子所以學者、為能變化氣質。 」また学が克己と気質変化の二面を持つことは、 『語類』巻七八、 二三七条、 黄義剛録（Ⅴ
2019 ） 「或問、























るのはどういうことでしょう。 」先生「はじめに人がなぜ禽獣と異なるかということについて言ったので、以下に 自身がどうやって天地の化育に参与するか を示す必要があったのだ。 」　
また質問した。 「この場合到達点はどういうことになるでしょう。 」












其性為最貴。故其方寸之間、虚靈洞徹、萬理咸備。蓋其所以異於禽獸者、正在於此。而其所以可為堯舜而能參天地以贊化育者、亦不外焉。是則所謂明德者也。 」 「參天地以贊化育」は『中庸』二二章「唯天下至誠 為能盡其性。能盡其性、則能盡人之性。能盡人之性、則能盡物之性 則可以贊天地之化育、可以贊天地 化育、則可以與天地參矣。 」朱注「天下至誠、謂聖人之德之實、天下莫能加也。 」
（３）
 「異於禽獣」
　『孟子』 「離婁」 下 「孟子曰、 人之所以異於禽獸者幾希。










最終的な到達点。 『語類』巻一五、 一〇八条、 魏椿録（Ⅰ





















っかり～」 。 「忘却」 「閑却」の「却」 。 『杜詩詳注』巻六「曲江」其二「一片花飛減却春、風飄萬
㸃
正愁人。 」 『語類』巻八十、 三一
条、 楊道夫録（Ⅵ





　『論語』 「述而」 「我欲仁、 斯仁至矣。 」 また里仁 「子
曰苟志於仁矣、無惡也。 」何かを思念しようとすれば、心 中に既にその全体が備わることについては、 『語類』巻三五、 八四条、葉賀孫録（Ⅲ
926 ） 「恭甫問、弘是心之體、毅是心之力。曰、心













































成化本、 朝鮮古写本は 昏 を 「昬」 に作る。
以下同じ。〔訳〕　
質問。 「 『或問』は、 「その生まれた初め 以下が一節。 「ただ人の心




































































て変化改善させることの重要性を説く（所謂 気質変化説」 ） 気質変化の困難さについては以下を参照。 『語類』巻四、 五九条 滕璘録（Ⅰ
69 ） 「人之為學、却是要變化氣稟。然極難變化。…若勇
猛直前、氣稟之偏自消、功夫自成。 」 『語類』巻一一三、 一条 訓廖德明（Ⅶ








天地の間に充満する気。 『語類』 巻三、 七条、 林恪録 （Ⅰ
34 ） 「天地間、 無非氣。 」 『語類』巻五二、 一〇〇条、 記録者名欠（Ⅳ
1254 ） 「問塞乎天地之間。曰。天地之氣、 無處不到、 無處不透。 」 （ 「塞






































四十八歳夏六月」 繫年するが、 『大学或問』の成立に関しては触れる所がない。 『朱文公文集別集』巻五「皇甫文仲」第四書（淳熙六年一一七九、 五〇歳）に「大學或問、今付來介。看畢、幸示及。 」と



















































































































































その本体（としての明徳）は、既に洞然として明らかとなる。 」 （ 『大学或問』 ）是非とも、このように目覚めたところを拠り所として、そこから致知等に取り組みながら拡充していくべきなのですね。 」　
先生「そうだ。それはもちろん、昨日も話した通りだ。 （その一瞬
の目覚めとは）石を撃った時に飛び散る火花のように、ほん ささいなも でしかないが、引火しさえすれば、たちまちにして原野を焼き尽くすことさえできるのだ。必ず大いなる目覚めを待って、それで初めて格物致知に取り組もうとするなんて、どうしてそんな時節が到来するのを待ったりできよう 。 （原注「林がまず『或問』中の「久しい後には目覚める時がある」 い 語 引き合い 出した で、そこで先生もこのように言及されたのだ。 」 ）そのような目覚め（＝大いなる目覚め）とは、物にいた格り知が至った後の、大いなる徹悟に他ならない。そんな時節が到来する頃 は、事はすっかり終わって まっている。一瞬の目覚めというのは、一日の間にいつでも何度でも訪れるものなのであって、ただ人 それを認識し、操存把捉し拡充存養していくことが大事なのだ。 」　








ぬ心だ。ただ、これはよからぬ心だ 知りさえすれば、よからぬ心だと知ったその心こそが、よい心なのだ。そこで、よからぬ心だと知ったその心で、か よからぬ心を治める よからぬ だと知った方が主で、かのよからぬ の方 客だ。そこで、 の主となったものによってかの客を治め この、よからぬ心だ 知った方が常に主となるように保持してやる。それ（＝主となるべき心）を失わぬよう すべきなのであ 、どうして別にどこかから心を探し出してきて、それをよい心だと称する 等 いうような とが有ろうか。　
例えば「礼に非ざれば、視聴言動する勿かれ」という場合、ただ、
これは非礼の心だと知りさえすれば、その知った心 つまりは礼の心に他ならないのだから、 （その人はもはや非礼を）視 うとはしないのだ。　
例えば人が居眠りをする場合、眠っている最中はもちろん、目は覚
めていないわけだ。ただふと目醒めたなららば、すぐさま自分の心を呼び覚ましてやり、 以上眠りこけないようにさせるばかりであって、それが目醒めるということ 。既に目醒めてか 、改めて別に目醒めを探し求 、 「どうやって いつを眠らないようにさせよ か」とつぶやく なんてことは有りはしな 。　
程子の所謂「心を以て心をもち使いる」というのも、そういうこと





































気稟や物欲によって生得 明徳を阻害された者も、一瞬の覚醒によって本来の明徳が発現する時があるから、そこを端緒として明明徳の実践に取り組むべきだ という趣旨。 『 学或問』も前注所引に続けて、 格致誠正修による明明徳の実践を説いている 『大学或問』 「是以聖人施敎、既已養之於小學之中、而復開之以大學

















 「林先引或問中至於久而後有覺之語為比」 『大学或問』 曰 或問於程子曰。學何為而可以有覺也。程 曰。學莫先於致知。能致其知、則思日益明、至於久而後 爾 」所引の程子語は『河南程
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
三〇〇










充存養すること。 「將去 は、…していく。 「操持充養」と類似の表現に「操存涵養」が有る。 『語類』巻一二、 五四条、 余大雅録（Ⅰ
205） 「要在精思明辨、 使理明義精而操存涵養、 無須臾離、 無毫髮間、
則天理常存、人欲消去、其庶幾矣哉 」 『語類』巻一〇一、一七一条、 周謨録（Ⅶ






ベルを超えて、自らの実体験 裏うちされている場合の うに、得心体得した 識を指す。 『河南程氏遺書』 巻二上 「真知與常知異。常見一田夫、曽被虎傷 有人説虎傷人、衆莫不驚、獨田夫色動異於衆。若虎能傷人、雖三尺童子莫不知之 然未嘗真知。真知須如田夫乃是 故人知不善而猶爲不善、是亦未嘗真知。若 決不爲矣。 」 、同、巻一八 知有多少般數、煞有深淺。向親見一人、曾爲虎所傷、因言及虎 神色便變。傍有數人 見佗説虎、非不知虎之猛可畏、然不如佗説了有畏懼之色、蓋真 虎者也。學者深知亦





















は、 心理的な方向を表す助字。三浦國雄『 「朱子語類」抄』三四頁。「治心」は、心を治め整える。しばしば「治心修身」と熟して用いられる。 『語類』巻九、三五条、記録者名欠（Ⅰ
153） 「而今人只









保持する。 『語類』巻二、 一三条 葉賀孫録（Ⅰ
14） 「問天道左旋、




















　「瞌睡」は、 うとうとして眠る、 居眠りをする。 『白
氏文集』 巻八 「自望秦望赴五松驛馬上偶睡睡覺成吟」 「長途發巳久、前館行未至。體倦目已昏、 瞌然遂成睡。 九六 四七条、陳文蔚録（Ⅵ
2470 ） 「曰。伊川却云、纔說知覺、便是動。曰。此







すぐに自分の心を呼び覚まし、これ以上眠りこけないようにさせるばかりだ。 」 「莫教」は『漢語大詞典』に「猶莫 。 」とある 朱子語類考文解義』には
　
猶言只是、又除是之意。 」として
以下の用例を引く。 『語類』巻一三〇、八三条、記録者名欠（Ⅷ3113 ） 「東坡解經、莫教説著處直是好。盖是他筆力過人、發明得






























孺子將入井時、 是真心也。非思而得也、 非勉而中也 この語は 孟子集注』の朱注にも引かれている。次注参照。
（
26）




不忍人之心。…所以謂人皆有不忍人之心者、今人乍見孺子將入於井、皆有怵惕惻隱之心。非所以内交於孺子之父母也。非所以要譽於鄕黨朋友也。非惡其聲而然也。 」 朱注 「謝氏曰。 須是識其真心。方乍見孺子入井之時、其心怵惕、乃真心也。非思而得 非勉而中、天理之自然也。内交要譽惡 聲而然 即人欲之私矣。 」
（
27）
 「若論此心發 、 無時而不發見」
　『大学或問』 「曰。顧諟天之明命、













居正の誤り、胡宏 門人。 「胡安国――胡宏――張栻」の学統は湖南学と称され 「性＝体＝未発、心＝用＝已発」とす 心性や「察識端倪」 「先察識後涵養」等の工夫論で知ら 。 『宋元案』巻四二、五峰學案「承務胡五峰先生宏」 「胡宏、字仁仲、崇安人、文定之季子…卒傳其父之學。…張南軒師事之。學者稱五峰














…熹按、欲為仁、必先識仁之體、此語大可疑。…又以放心求心之問、甚切。而所答者反若支離 夫 操 舍亡、間不容息。知其放
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
三〇三

















　『孟子』 「梁恵王」 上 （前々注所引）




 「自非」は、 …の場合を除けば。 「昏蔽之極」




　「便是」 は、 たとえ…であったとしても。 「雖
















其意、只要此心有所主宰。 」 『朱文公文集』巻「四二「答石子重」第四書「心說甚善。但恐更須收歛造約為佳耳。以心使心、所疑亦善。葢程子之意、亦謂自作主宰、不使其散漫走作耳。如孟子云操則存、云求放心、皆是此類。豈以此使彼之謂邪。 」　
以下の書翰では、 「以心使心」を道心による人心の制御と見なす陳
淳の解釈を一応肯定した上で、心を一身の主宰とせよというのが く
までも程頤の真意であることに、敢えて注意を促している。陳淳の解釈にはなお 「兩箇心」 の弊害があることを指摘したものであろう。 『朱文公文集』巻五七「答陳安卿」第二書（問） 「程子以心使心之説、竊謂此二心字、只以人心道心判之、自明白。葢上心字即是道 、專以理義言之也。下心字、即是人心而以形氣言之也 以心使心、則是道心為一身之主而人心其聽命也。不審是否。 」 （答） 「亦是如此。然觀程先生之意、只是説自作主宰耳。 」　
このように朱熹の立場を確認するならば、本条における朱熹自身の
発言、例えば「將這知得不是底心去治那不 底 や「將這箇做主去治那箇客」にも、実は「兩箇 」の嫌いがあることに、我々は気づくはずである。実際、有名な 観心説 にお て朱熹は、 を「一而不二者」 「為主而不為客者」と明確に規定して り、上記 発言は朱熹自身の規定と齟齬しかねないものでもある 恐らく朱熹自身そのことを自覚し、自身の発言も程頤の「以心使心」も、 「兩箇心」を含意するものではないことに注意喚起することで、いささか 軌道修正 図ったのであろう。但し最後は再び「只是將這知得不是底 去治那不底心而已。 」という語で締めくくられているので、この軌道修正は少なからず不徹底なものに終わった感がある。 『朱文公文集』 巻六七 「觀心説」 「或問。佛者有觀心説 然乎。曰。夫心者 人之所以主乎身者也。一而不二者也。為主而不為客者也。命物而不命於物者也。故以 觀物則物之理得。今復有物以反觀乎心、則是此心之外、復有一心而能管乎此心也。然則所謂心者、 一耶為二耶。為主耶為客耶。為命物者耶為命於物者耶 此亦不待較而審其言之謬矣。…夫謂人 危者、人欲之
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
三〇五
萌也。道心之微者、天理之奥也。心則一也。以正不正而異其名耳。…非以道為一心、人為一心、而又有一心以精 之也。夫謂操 存者、非以彼操此而存之也。舍而亡者 非以彼舍此而亡之 心而自 則亡存、舍而不操則 者亡耳。…釋氏之學、以心求心、以心使 、如口齕口、如目視目、其機危而迫、其途險而塞、其理虚而其勢逆。葢其言雖有若相似者而其實之不同葢如此也 」　
なお、心に「是底心」と「不是底心」 、或いは「道心」と「人心」
の二種類が存在すること自体は、もとより朱熹も認めている また現実の為善去悪に際して 善を志向する自己と悪を志向する自己との間に葛藤が生じるような事態も、朱熹は認めている 『語類』巻一六、一〇八条、 沈僩録「如自家欲為善、 後面又有箇人在這裏拗你莫去為善。欲惡惡、又似有箇人在這裏拗你莫要惡惡、此便是自欺。 （原注「因引近思録如有兩人焉 欲為善云云一段 正是此意。 」 ）所引は『近思録』巻四。　
朱熹が「両箇心」を否定する意図は、 「不是底心」とは別のどこか






















































































は『語類』中に散見する。以下のうち①は本条同様、明明徳 磨鏡に喩えた門人の発言 、朱熹の見解 否定的である。ただしその一方、 ②や③では朱熹自身がこの比喩を持ち出してい明明徳の必要性そのものを強調する文脈では磨鏡の比喩が用いら
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
三〇七















伸ばす。元稹『元氏長慶集』巻十五「生春二十首」第一五首「何處生春早、春 半睡中。見燈如見霧、聞雨似聞風。開眼猶殘夢、擡身便恐融。却成雙翅蝶、還遶庳花叢。 」 『夢梁録』卷一「車駕詣景靈
宫
孟饗」 「駕近太廟、則盖撤開前行數歩、上畧擡身而過、此












































孟子、已是不說到細碎上、只說「諸侯之禮、吾未之學也。吾嘗聞之矣、三年之喪、齊疏之服、饘粥之食 自天子達於庶人。 」這項便是大原大本。 」 （所引は『孟子』 「滕文公」上）
（
16）
 「正好進修」
　「正好」は「…するのにちょうどよい」 「うまく…
することができる「まさに…すべきである 『語類』巻一四、三五条、葉賀孫録「且未要讀論語。大學稍通、正好著心精讀。 」巻
一五、八七条、楊道夫録「知至意誠、是凡聖界分關隘。…過得此關、正好著力進歩也。 」
　
　　　
『朱子語類』巻一六（
210～
255条） 、訳注担当者
　　　　 　　　　　　　　　
210～
217条
　　　　　　　
古勝
　　
亮
　　 　
218～
224条
　　
福谷
　　
彬
　　
225～
235条
　　
松葉久美子
　　 　　　 　　　
236～
250条
　　 　
廖
　
明
　
飛
　　 　　 　
251～
255条
　　 　
小笠
　
智章
　
　　　
『朱子語類』巻一七（１～
28条） 、訳注担当者
　　　　 　　　　
１～
10条
　　　　　　　
田
　　　
訪
　　 　
11～
18条
　　
古
　
勝
　
亮
　　
19～
25条
　　
宇佐美文理
　　 　　　 　　
26～
28条
　　 　
中
　
純
　
夫

（二〇一六年九月二十九日受理）
　　　
（こがち
　
りょう
　
京都大学国際高等教育院非常勤講師）
　　
（ふくたに
　
あきら
　
京都大学文学部非常勤講師）
　　
（まつば
 くみこ
　
京都大学大学院文学研究科博士後期課程）
『朱子語類』巻一四～一八訳注（八）
三〇九
　　　
（りょう
 めいひ
　
京都大学大学院文学研究科博士後期課程）
　　
（おがさ
　
ともあき
　
京都大学国際高等教育院非常勤講師）
　　
（でん
　
ほう
　
湖南大学岳麓書院歴史系助理教授）
　　
（うさみ
　
ぶんり
　
京都大学大学院文学研究科教授）
　　
（なか
　
すみお
　
京都府立大学文学部教授）
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